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岩手県岩泉町議会

　岩泉三本松の中村謙一さん
（左上）７人家族です。毎日
にぎやか過ぎて「周りの家は
あきれているだろうな」と笑
顔で話す、るり子さん（左上
２人目）。笑い声が絶えない
一家です。謙

け ん

心
し ん

君（右下）の
卒園式の日に撮影しました。

23

大家族
シリーズ

P8	 魅力ある定住環境を整備
P12	 健康で暮らす生涯
P15	 町の考えを問う（10 議員が一般質問）
P26	 どうなりゃんしたあの提言

P2	 シリーズ私の復興
	 あの大津波から10年
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あ
の
大
津
波
か
ら　　

年
次
は
、
復
興
へ
の
足
跡

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
。

　

東
日
本
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
・
0
の
大
地
震
と

大
津
波
。

　
小
本
地
区
で
は
、
大
津
波
が

防
潮
林
の
松
を
な
ぎ
倒
し
、
高

さ
1３
・
３
㍍
の
水
門
を
越
え
、

瞬
く
間
に
多
く
の
家
屋
を
の
み

込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
あ
の
大
津
波
か
ら
10
年
。
津

波
に
耐
え
た
一
本
松
は
、
今
も

力
強
く
立
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
「
私
の
復
興
」。

今
号
で
は
東
日
本
大
震
災
10
年

の
特
別
編
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。

復
興
の
象
徴　
小
本
須
賀
の
「
未
来
に
つ
な
ぐ
希
望
の
松
」

私
の
復
興

シリー
ズ

Part-5
特別編

10

　この松は昭和８年の昭和三陸津波以降防潮林造成事
業により植栽され、小本地区の人々を潮風や飛砂など
から守ってきました。
　東日本大震災津波の被害を受け、ほとんどの防潮林
が流失しましたが、この松だけは今もなお懸命に生き
続け、人々に希望と記憶を伝えています。
　樹齢推定 84年の松に、小本の皆さんから名前を募
り、未来への希望を込めて名付けました。
　これからの小本の発展を願い、ここに紹介します。
令和３年３月 11日　岩泉町・小本地域振興協議会

（現地の看板より）

あの日、あの時。
　小本地区で被災された３人から、あの日、あの時
の状況。そして、この10年間の思いを聴きました。

　
50
年
以
上
、
小
本
で
新
聞

店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、

夫
婦
と
も
高
齢
に
な
っ
た
た

め
、
昨
年
５
月
に
店
を
閉
め

ま
し
た
。

　
津
波
の
時
は
、
慌
て
て
財

布
と
薬
だ
け
を
持
ち
、
夢
中

で
熊
の
鼻
展
望
台
の
方
に
逃

げ
ま
し
た
。

　
被
災
後
も
山
道
を
回
り
な

が
ら
、
一
つ
ず
つ
新
聞
を
配

達
し
ま
し
た
。
新
聞
店
と
し

て
、
皆
さ
ん
に
届
け
な
け
れ

ば
と
い
う
使
命
感
が
あ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
あ
の
時
は
、
痛
い
も
痒
い

も
な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
今
は
、
自
分
の
体
に
あ
ち

こ
ち
病
気
が
出
て
き
ま
し

た
。
夫
婦
で
い
た
わ
り
合
い

な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
地
震
の
直
後
、
急
い
で
船

を
沖
に
出
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
船
上
で
２
日
半
過
ご
し

ま
し
た
。

　
沖
で
自
衛
隊
か
ら
も
ら
っ

た
お
む
す
び
。
地
元
の
女
性

部
が
作
っ
て
く
れ
た
お
む
す

び
の
味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
陸
に
戻
っ
た
ら
、
小
本
の

惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

浦
島
太
郎
状
態
。
家
族
の
無

事
な
姿
を
見
て
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

　
気
を
遣
っ
て
も
ら
い
、
も

ら
っ
た
酒
で
や
っ
と
寝
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
酒

の
味
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
、
孫
た
ち
の

成
長
が
心
の
励
み
で
す
。

　
「
残
っ
た
の
は
家
の
鍵
だ

け
だ
」
と
、
み
ん
な
で
た
め

息
を
つ
い
た
あ
の
日
か
ら
必

死
に
や
れ
る
こ
と
を
や
っ
て

き
ま
し
た
。
や
っ
と
自
分
の

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
、
10

年
と
い
う
年
月
が
か
か
っ
た

の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
１
月
、
小
本
浜

漁
協
女
性
部
長
と
し
て
、
い

わ
て
の
浜
料
理
選
手
権
県
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
川
サ

ケ
で
作
っ
た「
鮭
ん
坊
」

（
※
）
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
、
み
ん
な
で
喜
び
合
い

ま
し
た
。

　
愛
土
館
も
完
成
し
て
、
み

ん
な
で
一
生
懸
命
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
若
い
人
に
託
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

被災後も使命感で
山道回り新聞配達

急いで船を出し
２日半を過ごす

一生懸命やってきた
今後は若い人に託す

三浦　ミツさん
（小本・82歳）

三浦　安幸さん
（小本・57歳）

工藤　洋子さん
（小本・71歳）

（※）�小本川で獲れた川サケを使ったお好み焼き風串揚げ。味のアクセントに岩泉町産の畑
ワサビしょうゆたれを使用
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次
は
、
未
来
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に

議会の行動
　東日本大震災後、議会も手探り状態。一つ一つで
きることを行い、町の復旧・復興を支えてきました。

一つ一つできることを 復
興
へ
の
足
跡

　
発
災
後
、
各
地
域
振
興
協
議
会
が
交
代
で
炊

き
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
歩
一
歩
進
ん
だ
小
本
の
復
興
へ
の
足
跡
を

写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

【27 年 10 月】子どもたちの歓声が響く
おもとこども園開園

【23 年３月】町民の懸命な炊き出し

【28 年３月】新たな学び舎
小本小・中学校が竣工

【29 年９月】被災跡地に
浜の駅愛土館がオープン

【26 年４月】沿岸復興の象徴三陸鉄道が復旧
岩泉小本駅では大勢の町民が出迎えました

現在の小本地区

【30 年３月】三陸沿岸道路（小本～田老）が開通
開通前のウォーキングでジャンプ

【３年３月】追悼の思い
3.11 メモリアルイベント

【２年３月】震災を語り継ぐ
津波記念碑を建立

議
員
の
報
酬
を

月
額
15
％
削
減

　
23
年
６
月
の
第
２
回
定

例
会
で
は
、
震
災
復
興
の

財
源
と
す
る
た
め
、
議
員

の
報
酬
を
翌
年
３
月
ま
で

月
額
15
％
削
減
す
る
こ
と

に
決
定
。

　
議
員
１
人
当
た
り
の
削

減
額
は
月
額
３
万
１
５
０

０
円
。
旅
費
な
ど
の
経
費

と
合
わ
せ
て
、
総
額
約
１

０
０
０
万
円
の
経
費
を
削

減
。
そ
の
他
、
議
員
は
義

援
金
な
ど
の
寄
付
行
為
が

で
き
な
い
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
小
本
地
区
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

震
災
復
興
計
画
を

23
年
９
月
に
可
決

　
町
震
災
復
興
計
画
は
、

23
年
９
月
定
例
会
に
上
程

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
23
年
度
か

ら
31
年
度
ま
で
の
９
年

間
。
１
４
８
事
業
、
事
業

費
１
２
７
億
円
と
い
う
大

規
模
な
も
の
で
し
た
。
震

災
前
の
町
の
一
般
会
計
の

予
算
規
模
は
約
80
億
円
。

年
間
予
算
の
お
よ
そ
１
・

６
倍
の
金
額
で
す
。

　
計
画
策
定
時
は
、
国
か

ら
の
財
源
措
置
の
詳
細
が

不
透
明
で
あ
っ
た
た
め
、

議
会
は
、
町
当
局
と
共
に

国
や
県
へ
の
要
望
活
動
を

強
め
て
い
き
ま
し
た
。

友
好
都
市
昭
島
市
へ

復
興
支
援
の
お
礼
に

　
議
会
は
26
年
11
月
、
水

が
縁
で
友
好
都
市
協
定
を

結
ん
で
い
る
東
京
都
昭
島

市
へ
、
震
災
復
興
支
援
の

お
礼
に
出
向
き
ま
し
た
。

　
昭
島
市
産
業
ま
つ
り
の

会
場
を
お
借
り
し
「
サ
ケ

の
つ
み
れ
汁
」
と
「
マ
ツ

タ
ケ
の
ひ
っ
つ
み
汁
」
合

わ
せ
て
１
６
５
０
食
を
お

振
る
舞
い
。
昭
島
市
民
の

皆
さ
ま
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
昭
島
市
か
ら
は
、
東
日

本
大
震
災
、
そ
し
て
28
年

台
風
10
号
豪
雨
災
害
時
に

職
員
の
派
遣
や
多
額
の
寄

付
金
な
ど
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

取材を終えて

今でもあの判断は
正しかったと思う

昭島市でのお振る舞い。多くの来場者に感謝を伝えました

死　　　者	 10人
震災関連死	 ３人
行方不明者	 なし
住	家	被	害	 208棟（全半壊含む）
被　害　額	 約44億円

町の東日本大震災の被害状況

　あの時、新年度予算審査特別委員会の委員
長でした。突然の大地震に戸惑いましたが、
議案審査をまとめ、副委員長を指名してから
小本の自宅へ向かいました。
　高齢の母の避難を確認し、国道 45号に上
がった途端、津波が襲来しました。あと数分
遅れていたらと思うと危機一髪でした。
　今でも、あの日の判断は正しかったと思っ
ています。

小成　茂さん（元議員）
（小本・78歳）

小松　ひとみ

　

震
災
か
ら
10
年
が
経

過
。
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を

聴
く
た
め
小
本
へ
取
材

に
。「
思
い
出
す
と
声
が

詰
ま
っ
て
し
ま
う
」
と
話

す
人
が
い
ま
し
た
。
改
め

て
心
の
痛
み
の
大
き
さ
に

気
付
き
、
ま
だ
ま
だ
心
の

ケ
ア
が
必
要
だ
と
痛
感
。

　
自
然
災
害
は
、
い
つ
発

生
す
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
被
害
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
常
に
防

災
意
識
を
持
っ
て
生
活
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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３
つ
の
花
づ
く
り

次
は
、
魅
力
あ
る
定
住
環
境
を
整
備

未来の花を
咲かせるために

みんなで未来の花を咲かせよう

改
善
と
改
革
を
実
施
し

未
来
の
道
を
切
り
開
く

町
長
施
政
方
針

（
要
約
）
28
年
台
風
10
号

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
ハ
ー
ド
面
は
一

定
の
目
途
が
つ
い
た
。
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
や
生
活

相
談
な
ど
の
寄
り
添
っ
た

支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

　
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
17
日
か
ら
３
月
12

日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
施
政
方
針
演
述
（
※
）
で
中
居

健
一
町
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定
２
年
目
で
あ
る

本
年
は
、
未
来
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
、
種
を
ま

き
、
水
を
や
り
、
芽
を
育
て
て
い
く
時
期
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
３
年
度
当
初
予
算
を
含

む
議
案
25
件
、
議
員
提
出
議
案
３
件
を
全
会
一
致
で

可
決
。
そ
の
他
、
請
願
１
件
を
一
部
採
択
（
詳
細
は

９
㌻
）
し
ま
し
た
。

　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
、
最
も
基
本
と
な
る
最
上
位

計
画
。
計
画
期
間
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
８
年
度
ま

で
の
７
年
間
で
す
。

　
基
本
目
標
に
は「
生
き
が
い
の
花
」「
暮
ら
し
の
花
」

「
な
り
わ
い
の
花
」
の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
町
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本

計
画
と
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
、
各
分
野
で
推
進

す
る
施
策
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
度
の
主
な
事
業
を
３
つ
の
花
ご
と
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
町
の
人
口
が
９
千
人
を

切
り
、高
齢
化
率
は
45
％
。

超
少
子
高
齢
社
会
の
も
と

で
、
持
続
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
町
の
諸
課
題
は
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

）
の
考
え
を
取
り
入

れ
施
策
を
展
開
す
る
。
頻

発
す
る
自
然
災
害
や
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
も
進
め
る
。

　
必
要
な
改
善
と
改
革
を

行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
未
来
に
進
む
道
を
切

り
開
い
て
い
き
た
い
。町長施政

方針全文

施政方針を行う中居町長

（※）�町長が今年の町政運営の基本方針や主な施策を示すもの

岩泉町未来
づくりプラン

誰もが健康で学び
幸せな生涯が咲き誇る

生きがいの花づくり

地域資源を活用し
新しい価値が咲き誇る

なりわいの花づくり

安全安心で
豊かな生活が咲き誇る

暮らしの花づくり

＊健康づくり
　	インフルエンザ予防接種費用を助成
　（中学生以下と 65歳以上）431 万円
＊子育て支援
　	医療費助成を高校生の年齢まで拡大
　1073 万円【関連 26㌻】
＊高齢者への支援
　	介護予防活動への参加者にポイントを付与。商品券
に引き換え可能に　100 万円【関連 13㌻】

＊林業資源の活用
　木質バイオマスの研究
＊観光の振興
　龍泉洞町営 60周年記念事業を検討
　【関連 19・20㌻】
＊水産業の維持
　	小本浜漁協が行う種苗放流、磯焼け対策に支援
　367 万円

＊防災力の強化
　	避難所備品などの充実　54万円
＊定住化の推進
　	岩泉上町地区の宅地分譲に着手
　8508 万円【関連８・11㌻】
＊町道の整備
　	いわいずみこども園付近の惣畑に向かう交差点の
改良工事を実施　424 万円

介護予防で健康寿命の延伸を

不漁が続いているウニ漁 歩行者や車が安全に通行できるよう改良工事が行われます



一般会計 99億 7000万円の内訳

歳　入
（入ってくるお金）

町税
6億9478万円
(7.0％)

国庫支出金 8億3979万円(8.4％)

県支出金
4億1668万円
(4.2％)

町債(借入金)
12億7940万円
(12.8％)

交付金など
2億8551万円
(2.8％)

地方交付税
（国から交付
されるお金）
49億200万円
(49.2％)

その他
15億5184万円
(15.6％)

歳　出
（支払うお金）

物件費
12億2289万円
(12.3％)

補助費など
15億1640万円
(15.2％)

維持補修費
2億6089万円
(2.6％)

普通建設事業費
16億3893万円
(16.4％)

その他
10億6952万円
(10.7％)

災害復旧事業費
5000万円
(0.5％)

扶助費
5億4325万円
(5.5％)人件費

18億2327万円
(18.3％)

公債費
18億4485万円
(18.5％)

定例会のあらまし定例会のあらまし

いわいずみ議会だより　第194号
令和3年4月9日発行
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次
は
、
ス
ト
ッ
プ　

ナ
ラ
枯
れ

3 年度　各会計の当初予算額
会　　計　　名 予算額 伸び率

一　　般　　会　　計 99億7000万円 △1.6%

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 11億5650万円 △5.1%

診療施設勘定 3540万円 △14.5%

後 期 高 齢 者 医 療 1億2240万円 1.0%

介 護 保 険
事 業 勘 定 16億4320万円 2.9%

サービス事業勘定 1120万円 0.9%

観 光 事 業 1億8820万円 △11.6%

公 共 下 水 道 事 業 2億6870万円 6.7%

大 川 財 産 区 1250万円 56.3%

合　　　　　　　　計 134億810万円 △1.4％

水道事業（公営企業会計） 11億9592万円 61.4%

園児の登園・降園を
タブレットで管理
474万円
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4,000
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億
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0
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円

9
6
億
6
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万
円

9
6
億
6
2
0
0
万
円

1
4
9
億
2
5
0
0
万
円

1
4
9
億
2
5
0
0
万
円

1
1
6
億
2
0
0
0
万
円

1
1
6
億
2
0
0
0
万
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
3
6
億
7
5
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

10,86710,69010,39810,170 9,958 9,736 9,496 9,2819,281 8,9878,987 8,716人8,716人

24 25 26 27 28 29 30 31 2 3（年度）
当初予算額の推移 人口

一般会計当初予算と人口の推移

◆
財
政
用
語
の
解
説
◆

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財

政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】
町

が
行
う
事
業
に
対
し
て

国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源
に

充
て
る
た
め
国
な
ど
か
ら

借
り
た
お
金

【
人
件
費
】
職
員
の
給
与

【
扶
助
費
】
児
童
手
当
や

医
療
費
助
成

【
公
債
費
】
事
業
を
行
う

と
き
に
借
り
た
お
金
の
返

済
金

【
物
件
費
】
旅
費
や
消
耗

品
費

【
維
持
補
修
費
】
公
共
施

設
の
維
持
・
管
理
費

【
補
助
費
】
補
助
金
や
交

付
金
な
ど

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道

路
や
学
校
な
ど
の
建
設
費

【
災
害
復
旧
事
業
費
】
自

然
災
害
な
ど
で
壊
れ
た
公

共
施
設
を
復
旧
す
る
費
用

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

�

99
億
７
千
万
円

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計

と
６
特
別
会
計
、
水
道
事

業
会
計
の
総
額
は
、
１
４

６
億
４
０
２
万
円
。
う
ち

一
般
会
計
は
99
億
７
千
万

円
で
前
年
度
か
ら
１
億
６

７
０
０
万
円
の
減
（
△

１
・
４
％
）
で
す
。

　
主
な
要
因
は
、
28
年
台

風
10
号
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
予
算
の
減
額

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
一
方
、
土
木
費
で
は
前

年
度
比
１
億
９
２
５
６
万

円
増
加
。
町
道
メ
ン
ズ
ク

メ
線
舗
装
工
事
１
億
２
０

０
万
円
な
ど
、
台
風
災
害

に
よ
り
実
施
が
見
送
ら
れ

て
い
た
事
業
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
新
規
事
業
は
、
魅
力
あ
る
定
住
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
岩
泉
上
町
地
区
に
７
区
画
の

宅
地
分
譲
を
整
備
。
３
こ
ど
も
園
（
岩
泉
・
小
川
・

小
本
）
の
園
児
の
登
園
・
降
園
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
管
理
す
る
委
託
料
な
ど
で
す
。

住民が増えると
うれしいですね

IT の利用
歓迎します

　上町の災害公営住宅に住んでいま
す。冬も寒くなく快適に暮らせてい
ます。隣の敷地が整備されて住民が
増えることはうれしいですね。早く
できることを願います。

　他でも登園の管理にタブレットを
使用しているのを知っています。今
の時代どんどん便利なものを使うの
は当たり前になってきましたね。
ITを利用するのは歓迎します。

長澤　繁夫さん
（岩泉・68歳）

舘洞　康
やす

範
の り

さん
（岩泉・38歳）

複数の所有者が隣接する
森林作業道開設に補助
500万円

魅
力
あ
る

定
住
環
境
を
整
備

�
宅
地
分
譲
に
着
手

＊	子育て世代包括支援セン
ターを設置【280 万円】
＊	畑ワサビ生産者などが新た
に林間を活用して畑ワサビ
を開設する場合に間伐や作
業路開設に補助【168万円】

その他主な新規事業

請願
1件を

一部採択

　
３
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
請
願
１
件
を
一
部
採

択
し
、
国
の
関
係
機
関
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

◆
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め

の
請
願

＊
請
願
人　
岩
手
県
医
療

労
働
組
合
連
合
会　
執
行

委
員
長　
中
野
る
み
子

＊
紹
介
議
員

　
林
﨑
竟
次
郎
議
員

＊
付
託
先

　
総
務
常
任
委
員
会

＊
請
願
項
目

①
医
療
・
介
護
・
福
祉
に

十
分
な
財
源
確
保
を
②
公

立
病
院
の
統
合
再
編
の
見

直
し
③
医
師
・
看
護
師
・

介
護
士
な
ど
を
増
員
す
る

こ
と
④
ウ
イ
ル
ス
研
究
な

ど
を
強
化
す
る
こ
と
⑤
社

会
保
障
に
関
わ
る
国
民
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
―
。

＊
審
査
の
結
果　
①
③
④

は
採
択
。
②
⑤
は
不
採
択

と
決
定
（
※
）

意見書を
国に提出

当初予算
の概要

（※）�不採択の理由は、公立病院の統合再編は、町議会が関われない問題。社会保障費の応
分の負担は必要と判断

既存建物を解体し
宅地を分譲【関連11㌻】

8508万円

まち 声の まち 声の

（４月1日時点）
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次
は
、
健
康
で
暮
ら
す
生
涯

ナ
ラ
枯
れ
（
※
）
被

害
の
現
状
は
。

主
に
小
本
地
区
で
発

生
し
て
い
る
。
大
牛

内
、
カ
モ
イ
カ
山
、
茂
師

展
望
台
付
近
と
下
中
里
で

確
認
。
被
害
数
量
は
約
１

４
０
立
方
㍍
で
あ
る
。

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
拡

大
防
止
は
、
１
町
だ

け
の
対
策
で
は
難
し
い
。

沿
岸
全
域
で
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
。

宮
古
地
区
や
県
の
沿

岸
広
域
振
興
局
管
内

で
の
連
絡
協
議
会
が
開
催

　
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
坂
本
昇
委
員
長
）

は
、
３
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
（
11
日
は

休
会
）
開
き
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
は
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
拡
大
防
止
や

森
林
づ
く
り
、
子
ど
も
園
の
待
機
児
童
、
宅
地
造
成

事
業
な
ど
へ
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

森　林
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は

主
に
小
本
で
発
生さ

れ
て
い
る
。
森
林
管
理

署
も
含
め
て
情
報
交
換
を

し
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
の

人
口
割
算
定
は
納
得

で
き
な
い
。
森
林
面
積
と

人
口
割
の
配
分
比
率
の
見

直
し
を
本
町
か
ら
国
に
求

め
る
運
動
を
起
こ
す
考
え

は
な
い
か
。

町
村
会
で
も
、
過
疎

地
域
や
山
林
が
あ
る

地
域
と
都
市
部
が
今
の
制

度
で
い
い
の
か
議
論
を
し

て
い
る
。
理
論
的
に
整
理

し
、
国
に
考
え
方
を
伝
え

て
い
く
。

森
林
づ
く
り
に
当

た
っ
て
は
、
地
元
の

ほ
か
、
県
内
外
か
ら
参
加

者
を
募
り
、
協
力
を
得
な

が
ら
進
め
て
は
ど
う
か
。

森
林
づ
く
り
の
参
加

型
都
市
交
流
を
含
め

た
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
し
て

い
く
。
課
題
と
な
る
の
が

植
樹
す
る
場
所
で
あ
る
。

ど
こ
を
選
定
す
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。
昭
島
市

な
ど
と
の
交
流
を
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

町
の
ナ
ラ
枯
れ
対
策

　
町
の
ナ
ラ
枯
れ
対
策
は

こ
れ
ま
で
、
被
害
木
の
伐

倒
・
く
ん
蒸
（
薬
剤
で
殺

虫
す
る
こ
と
）
を
中
心
と

し
た
処
理
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
ナ
ラ

枯
れ
対
策
事
業
補
助
金
１

２
０
万
円
を
計
上
。

　
被
害
を
受
け
る
前
の
大

径
木
の
ナ
ラ
な
ど
を
伐
採

し
、
チ
ッ
プ
化
に
し
た
山

林
所
有
者
や
事
業
者
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

問

問

問 答

答

答

問答

ナラ枯れは
死活問題だ

盆踊りを復活
今後も続ける

　原木シイタケを生産しています。
生産者にとってナラ枯れは死活問題
になります。何とか現状より広がら
ないように対策をお願いします。

　小川地域つなげ隊では、盆踊りの
復活に町民アイデア実践事業を活用
しました。地域コミュニティの醸成
に役立ち、帰省した皆さんにも喜ば
れました。今後も続けていきます。

阿部　剛史さん
（岩泉・58歳）

北俣　清人さん
（小川・35歳）

おしえて ぴーちゃん
（※）ナラ枯れとは？
　カシノナガキクイムシが運ぶナラ菌（病原菌）に
よって枯死する樹木の流行病です。
　ブナ科のコナラ属を中心に被害が発生し、特にミ
ズナラの大径木が最も危険です。（岩手県林業技術
センターの資料より）

ストップ・ナラ枯れ

豊かな森林づくり
ナラ枯れの伐倒・くん蒸処理

子育て定　住
待
機
児
童
は
あ
る
か

宅
地
分
譲
に
条
件
は

３
人
の
待
機
が
で
る

条
件
を
付
け
ず
募
集

２
年
度
は
、
こ
ど
も

園
で
待
機
児
童
が
発

生
し
た
。
新
年
度
は
解
消

さ
れ
る
の
か
。

新
年
度
の
保
育
士
な

ど
の
職
員
数
で
は
、

３
人
（
岩
泉
１
人
、
小
本

２
人
）
の
待
機
児
童
が
見

込
ま
れ
る
。（
※
）

待
機
児
童
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

保
育
士
確
保
に
向
け

て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
募
集
を
か
け
て
い

る
。
保
育
士
以
外
に
も
、

資
格
基
準
を
満
た
す
看
護

師
や
教
員
免
許
所
有
者
の

募
集
も
行
っ
て
い
る
。

問答

問答

上
町
地
区
宅
地
分
譲

事
業
の
内
容
は
。

本
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
定
住
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
面
積
約
１
９
０
０
㎡

に
７
区
画
の
分
譲
を
計
画

し
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
価

格
設
定
は
。

問問 答

４
月
か
ら
詳
細
設
計

に
入
り
、
11
月
以
降

に
分
譲
開
始
を
予
定
し
て

い
る
。
価
格
は
、
こ
れ
か

ら
の
設
定
に
な
る
。

申
請
に
資
格
な
ど
の

条
件
は
あ
る
か
。

条
件
は
付
け
な
い
で

募
集
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

答問答

政　
策

町民アイデアの今後は
町の活性化につなげる

町
民
ア
イ
デ
ア
実
践

事
業
の
成
果
は
。

２
年
度
は
５
団
体
か

ら
応
募
が
あ
り
、
プ

レ
ゼ
ン
を
実
施
。
全
て
の

団
体
の
事
業
に
補
助
金
を

交
付
し
た
。
各
方
面
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。

３
年
度
の
見
通
し
は
。

学
校
や
女
性
団
体
、

各
種
事
業
体
な
ど
か

ら
の
応
募
に
期
待
。
広
い

ア
イ
デ
ア
で
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問答問答

個性と自主性を生かした活動を行う団体に補助

総括質疑
　
総
括
質
疑
と
は
、
審
査
す
る
案
件
全
般

に
対
し
て
行
う
も
の
。
一
般
会
計
予
算
案

に
３
議
員
が
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一般会計問　
町
の
課
題
な
ど
は
、

宮
古
市
と
連
携
し
て
進
め

る
べ
き
で
は
。

町
長　
宮
古
市
も
含
め
、

下
閉
伊
北
部
地
域
の
共
通

し
た
課
題
も
あ
る
。

　
道
路
整
備
や
交
流
人
口

な
ど
、
し
っ
か
り
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

当
初
予
算
案
の
中

で
、
町
長
が
特
に
こ
だ

わ
っ
た
点
は
。

町
長　
一
番
は
、
財
源
対

策
。
自
主
財
源
を
確
保
す

（※）�後日、役場の人事配置やこども園のクラス編成を工夫し、４月時点では待機児童が生
じない見込みとの報告がありました

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
力
を
入
れ
て
い
く
。

問　
町
長
の
任
期
が
１
年

を
切
っ
た
。今
の
思
い
は
。

町
長　
国
会
議
員
や
国
の

各
省
庁
に
出
向
い
て
、
根

気
強
く
地
方
の
声
を
ぶ
つ

け
て
い
き
た
い
。

　
町
民
が
、
こ
の
町
で
生

活
し
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て

い
く
。

会議録

議決結果

畠山直人委員三田地久志委員

野舘泰喜委員

まち 声の

まち 声の
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次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

介
護
保
険
料
が
３
年

ご
と
に
上
が
っ
て
い

る
。
第
８
期
計
画
の
介
護

保
険
料
を
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
は
。

介
護
施
設
利
用
者
の

増
。
介
護
事
業
所
で

働
い
て
い
る
人
の
賃
金
な

ど
を
改
善
す
る
た
め
の
介

護
報
酬
の
増
が
主
な
理
由

で
あ
る
。

報
酬
改
定
で
は
、
介

護
人
材
を
確
保
す
る

た
め
の
待
遇
改
善
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る
か
。

　
条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
久
志

委
員
長
）
は
、
３
月
１
日
と
３
日
に
開
き
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
の
審
査
で
は
、
保
険

料
を
増
額
す
る
こ
と
に
議
論
が
集
中
。

　
こ
こ
で
は
、
介
護
保
険
に
関
す
る
質
疑
と
介
護
保

険
料
の
現
状
や
今
後
の
町
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し

ま
す
。

　
健
康
で
暮
ら
す
生
涯
を
送
る
た
め
に
皆
さ
ん
で
日

ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

介　護
介
護
保
険
料
の
今
後
は

10
年
後
月
８
２
０
０
円

介
護
職
員
の
待
遇
改

善
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
人
材
確
保
に
力
を
入

れ
た
改
定
と
な
っ
て
い
る
。

保
険
料
を
上
げ
る
こ

と
で
、
赤
字
を
出
さ

な
い
で
運
営
を
行
え
る
と

理
解
し
て
よ
い
か
。

赤
字
を
出
さ
な
い
方

向
で
考
え
て
い
る
。

余
剰
金
が
増
え
過
ぎ
な
い

こ
と
に
も
配
慮
し
た
。

今
後
、
予
想
さ
れ
る

第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
の
介

護
保
険
料
基
準
額
の
見
込

み
は
。10

年
後
は
月
額
８
２

０
０
円
、
20
年
後
は

９
６
０
０
円
と
推
計
し
て

い
る
。施

設
入
所
者
の
介
護

度
が
改
善
さ
れ
た
事

例
は
あ
る
か
。

介
護
老
人
保
健
施
設

で
は
、事
例
が
あ
る
。

問問 答

答問問 答

答問答体操するのが
私の生きがい
　あづまりっこで百歳体操がある時
は、一度も休んだことがありません。
家でも朝、体操しています。みんな
と一緒に体操するのはうれしくて、
私の生きがいです。

堀
ほり

籠
ご め

　チサ子さん
（岩泉・88歳）

健
康
で
暮
ら
す
生
涯

�

～
介
護
保
険
を
考
え
る
～健康づくりは日ごろの運動習慣から（ノルディックウォーキング）

20
年
間
で
、
月
額

４
０
０
０
円
上
昇

　
町
の
介
護
保
険
料
は
、

３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
度
第
１
期
計

画
の
第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
基
準
額
は
、

月
額
２
９
０
０
円
。
令
和

３
年
度
第
８
期
計
画
で

は
、
月
額
６
９
０
０
円
と

町
の
介
護
保
険
料

県
内
２
位
の
高
さ

高
齢
化
率
は
県
内
４
番
目

　
本
町
の
第
８
期
介
護
保

険
料
基
準
額（
月
額
）は
、

６
９
０
０
円
。
県
内
で
２

番
目
の
高
さ
で
す
。

　
県
内
で
最
も
介
護
保
険

料
基
準
額
が
高
い
の
は
、

西
和
賀
町
で
８
１
０
０

円
。
一
方
で
一
番
低
い
の

が
、
金
ケ
崎
町
の
５
１
０

20
年
間
で
約
２
・
４
倍
、

４
０
０
０
円
も
上
昇
し
て

い
ま
す
。

　
第
８
期
計
画
で
の
県
内

平
均
は
月
額
６
１
４
５

円
。
県
平
均
と
比
較
し
て

本
町
は
７
５
５
円
高
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

�

【
下
の
グ
ラ
フ
参
照
】

　
第
１
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
、
月
額
６
９
０
０

円
の
基
準
額
を
も
と
に
、

所
得
に
応
じ
た
負
担
と
な

る
よ
う
、
９
段
階
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

０
円
で
す
。

　
西
和
賀
町
は
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
）

が
県
内
一
高
く
、
令
和
２

年
１
月
１
日
現
在
49
・

30
％
。
本
町
は
43
・
47
％

で
県
内
４
番
目
に
高
い
水

準
で
す
。

　
金
ケ
崎
町
の
高
齢
化
率

は
29
・
98
％
で
県
内
33
市

町
村
中
29
番
目
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
県
内
平
均
は

37
・
11
％
で
す
。

�

【
下
の
表
を
参
照
】

　
高
齢
化
率
と
介
護
保
険

料
に
は
深
い
関
係
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

予　防 新　規

保
険
料

比　
較

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
要
介
護
状
態
に
な
ら

ず
、
健
康
で
過
ご
す
た
め

に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護

予
防
活
動
の
充
実
・
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
議
会
で
も
、
機
会
を
捉

え
な
が
ら
予
防
活
動
へ
の

支
援
の
在
り
方
や
健
診
受

診
率
向
上
へ
の
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、日

ご
ろ
の
食
事
に
気
を
付
け
、

無
理
な
く
、楽
し
く
、自
分

に
合
っ
た
運
動
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
れ
が
、
介
護
保
険
料

の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

無
理
な
く
、
楽
し
く
、

自
分
に
合
っ
た
運
動
を

　
町
民
が
楽
し
み
な
が
ら

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
活

動
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
。
た
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
で
龍
ち
ゃ
ん
商
品

券
５
０
０
円
分
と
交
換
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳しくは、
広報いわいずみ
４月号を

ご覧ください。

介護予防を行い
商品券をゲット
健幸アップポイント事業

＊対象者…65歳以上の人
＊	ポイント対象事業…①介護予防事業②健康
づくり事業③各種健診・検診の受診など
＊	ポイントの付与…１事業当たり 2～30 ポ
イント
＊	商品券…50ポイントで 500 円分の商品券
と交換

事業の概要

自治体名 順位 介護保険料 順位 高齢化率

西和賀町 1 8,100円 1 49.30%

岩泉町 2 6,900円 4 43.47%

二戸広域 3 6,714円 － 39.73%

田野畑村 4 6,700円 8 40.11%

宮古市 13 6,150円 19 37.13%

山田町 19 5,600円 15 38.70%

金ケ崎町 24 5,100円 29 29.98%

第８期介護保険料基準額と高齢化率

※�二戸広域は、二戸市、軽米町、九戸村、洋野町、
一戸町が共同で介護保険を運営。高齢化率は、
令和２年１月１日現在
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0
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5
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3,773人3,773人

4,048人4,048人

4,172人4,172人

4,222人4,222人

4,060人4,060人

4,088人4,088人

3,997人3,997人

3,918人3,918人

岩泉町 65歳以上人口岩手県（平均）

介護保険料基準額と 65歳以上人口の推移

まち 声の
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町の考えを問う

10人の議員が登壇

畠
はたけ

山
やま

　昌
まさ

典
のり

 議員

三
み

田
た

地
ち

久
ひさ

志
し

 議員

三
み

田
た

地
ち

和
かず

彦
ひこ

 議員

八
や

重
え

樫
がし

龍
りゅう

介
すけ

 議員

坂
さか

本
もと

　　昇
のぼる

 議員

畠
はたけ

山
やま

　和
かず

英
ひで

 議員

合
あい

砂
しゃ

　丈
たけ

司
し

 議員

野
の

舘
だて

　泰
やす

喜
き

 議員

林
はやし

﨑
ざき

竟
きょう

次
じ

郎
ろう

 議員

三
み

田
た

地
ち

泰
やす

正
まさ

 議員

・早急なる経済対策を
・男女共同参画の推進を

・地消地産条例の制定を
・非認知能力で人材育成を

・温暖化対策で山に木を
・本町独自の住宅整備を

・所得制限の廃止を
・コロナ後の交流人口拡大を

・介護予防を町民運動に
・龍泉洞 60 周年の内容は

・木質バイオ活用の推進は
・移動販売事業者の支援を

・職員の地域担当制度を
・地域活動に廃校舎を

・計画前に議会の関与を
・企業版の体制整備は

・中小企業者への支援を
・子ども均等割の減免を

・転作への政策支援を
・GIGAスクールの対応は

（16㌻）

（17㌻）

（18㌻）

（19㌻）

（20㌻）

（21㌻）

（22㌻）

（23㌻）

（24㌻）

（25㌻）

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
10

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
16

㌻
か
ら
25
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一般質問全文は、町ホー
ムページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

町
の
考
え
を
問
う

質
疑
は
一
問
一
答
を
徹
底

議
案
審
議
を
よ
り
深
め
る

　
基
本
条
例
推
進
委
員
会

で
は
、
本
会
議
や
委
員
会

で
の
質
疑
応
答
の
方
法
に

つ
い
て
も
協
議
。

　
基
本
条
例
で
は
こ
れ
ま

で
、
論
点
や
争
点
を
明
確

に
す
る
た
め
「
質
疑
応
答

は
、
一
問
一
答
方
式（
※
）

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
一
問
一
答

を
徹
底
し
議
案
審
議
を
よ

り
深
め
る
た
め
「
一
問
一

答
方
式
で
行
う
」
に
基
本

条
例
を
改
正
。
併
せ
て
会

議
規
則
も
同
様
に
改
正
し

ま
し
た
。

　
議
会
は
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
平

成
27
年
に
議
会
基
本
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

　
議
会
内
に
基
本
条
例
推
進
委
員
会
（
坂
本
昇
委
員

長
）
を
設
け
て
、
基
本
条
例
の
検
証
や
改
正
の
必
要

性
な
ど
を
協
議
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
委
員
会
で
の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
、
議
員

の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
毎
年
度
、
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
規
定
を
基
本
条
例
に
追
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
傍
聴
を
可
能
に

傍
聴
環
境
の
向
上
を
図
る

　
本
町
の
傍
聴
規
則
に
は

「
児
童
や
乳
幼
児
は
傍
聴

　
宮
古
地
区
広
域
市
町
村

議
会
連
携
会
議
（
※
）
は

１
月
25
日
、
令
和
７
年
度

に
県
立
宮
古
商
工
高
へ
の

統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
る

県
立
宮
古
水
産
高
の
存
続

を
佐
藤
博
県
教
育
長
に
要

望
し
ま
し
た
。

席
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
い
う
制
限
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
が
定
め
る
標
準

的
な
傍
聴
規
則
で
し
た
。

　
今
回
、
少
し
で
も
傍
聴

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

た
め
、
子
ど
も
の
入
場
を

制
限
す
る
規
定
を
撤
廃
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
連
れ
の
人
で
も

傍
聴
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
の
で
、
傍
聴
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

議
会
基
本
条
例
な
ど
を
改
正

防災訓練を毎年度実施へ

一問一答で行われている委員会審査

おしえて ぴーちゃん
（※）一問一答方式とは？
　一つの議案に対する疑問点を一つずつ取り
上げて、納得がいくまで質疑・答弁を繰り返
す方法です。そのため、議案の審議を十分に
深めることができ、傍聴者にも分かりやすい
という特徴があります。

　
本
町
議
会
か
ら
は
加
藤

久
民
議
長
が
県
庁
教
育
委

員
会
を
訪
問
。
県
内
唯
一

の
水
産
高
校
の
存
続
や
養

殖
科
の
設
置
、
校
舎
新
築

の
３
項
目
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。

　
結
果
、
県
の
県
立
高
校

再
編
計
画
か
ら
統
合
案
は

削
除
さ
れ
、
当
面
は
、
単

独
高
校
と
し
て
存
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※	

宮
古
市
、
山
田
町
、
岩

泉
町
、
田
野
畑
村
の
４

市
町
村
の
議
長
・
副
議

長
で
構
成
す
る
組
織

宮古水産高校の
存続へ県に要望

水産高校の存続に広域議会で一致団結。左２人目から鈴
木隆昭田野畑村議会議長、昆暉雄山田町議会議長、古
舘章秀宮古市議会議長、佐藤博県教育長、加藤久民岩
泉町議会議長
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町の考えを問う 町の考えを問う

長引くコロナ禍で、さらなる支援が待たれる自営業者

思
い
込
み�

な
か
な
か
抜
け
ず

�

思
い
込
む

問　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
で
経
営
が
苦
し
い
事
業

者
が
増
え
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
に
岩
泉
商
工

会
が
行
っ
た
事
業
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
事
業
継
続

に
必
要
な
給
付
金
な
ど
の

支
援
を
求
め
る
声
が
多
数

あ
っ
た
。

　
国
の
３
次
補
正
予
算
が

成
立
し
た
。
町
で
も
、
対

応
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
の
経
済
対
策

の
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

問 早急なる経済対策を
答 適時適切に対応する

畠山　昌典議員

町
長　
町
は
こ
れ
ま
で
、

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
中
小

企
業
者
な
ど
の
事
業
者
の

資
金
繰
り
対
策
や
事
業
継

続
に
対
す
る
支
援
、
町
内

の
消
費
経
済
活
性
化
対
策

な
ど
の
支
援
策
も
進
め
て

き
た
。

　
国
の
３
次
補
正
予
算
に

よ
る
臨
時
交
付
金
は
、
令

和
３
年
度
予
算
措
置
が
可

能
な
制
度
設
計
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
国
や
県
の

総
合
的
な
経
済
対
策
と
連

動
さ
せ
る
。

　
町
内
の
経
済
団
体
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
感
染
防
止
対
策
や

経
済
対
策
を
行
っ
て
い

く
。
支
援
が
必
要
な
人
に

行
き
渡
る
よ
う
適
時
適
切

に
対
応
す
る
。

問 

地
消
地
産
条
例
の
制
定
を

答 

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く

農林水産物の利用で地域内経済の活性化を

問 非認知能力で人材育成を

答 関係機関と連携していく

問　
「
認
知
能
力
」
と
は
、

数
が
分
か
る
、
字
が
書
け

る
な
ど
Ｉ
Ｑ
で
測
れ
る

力
。「
非
認
知
能
力
」と
は
、

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る

力
、
ほ
か
の
人
と
う
ま
く

関
わ
る
力
、
感
情
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
力
、
考
え

る
力
な
ど
で
あ
る
。

問　
食
に
対
す
る
安
全
性

や
信
頼
性
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
本
町
の
農

林
水
産
業
の
振
興
を
図

り
、
町
内
産
の
食
を
町
民

に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
教
育
や
福
祉
、
観
光
産

業
な
ど
で
「
食
育
」
を
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

高
齢
者
福
祉
に
お
け
る
介

護
給
付
費
の
抑
制
に
も
つ

な
が
る
も
の
だ
。

　
食
を
通
し
て
「
も
の
」

と
「
こ
こ
ろ
」
と
共
に
真

安
全
は�地消

地
産
で

�

確
保
す
る

　
本
町
の
人
材
育
成
の
た

め
に
、
こ
ど
も
園
や
学
校

で
「
非
認
知
能
力
」
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
今
後
の

教
育
の
重
点
目
標
と
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
「
非
認
知
能
力
」

を
高
め
る
時
期
は
、
乳
幼

児
期
の
と
り
わ
け
３
歳
未

満
児
の
保
育
が
重
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
ど
も
園
に
お
け
る
日

常
の
保
育
活
動
の
ほ
か
、

運
動
会
や
生
活
発
表
会
な

ど
の
行
事
開
催
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
が「
非
認
知
能
力
」

の
向
上
に
資
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
家
庭
で
の
子

育
て
の
重
要
性
を
保
護
者

と
共
有
し
て
い
く
。

　
保
育
士
や
保
健
師
、
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

の
一
助
と
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

に
豊
か
な
地
域
社
会
を
創

造
す
る
た
め
、
地
消
地
産

（
地
域
で
消
費
す
る
物
は

地
域
で
作
る
）
の
推
進
条

例
を
制
定
し
、
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
食
育
の
推
進
は
、

地
域
と
生
産
者
と
の
連
携

や
豊
か
な
地
元
食
材
の
見

直
し
に
つ
な
が
る
。

　
郷
土
食
の
伝
承
や
豊
か

な
味
覚
を
育
み
、
地
域
の

自
然
や
文
化
、
産
業
へ
の

三田地久志議員

理
解
を
深
め
る
た
め
に
も

大
変
重
要
な
取
り
組
み
で

あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
学
校
給
食

の
地
場
食
材
の
利
用
拡
大

や
道
の
駅
な
ど
で
の
農
林

水
産
物
の
販
売
を
推
進
し

て
き
た
。

　
今
後
は
、
条
例
を
設
け

て
い
る
自
治
体
の
状
況
な

ど
を
参
考
に
し
、
町
民
と

の
協
働
に
よ
る
条
例
の
制

定
に
向
け
た
環
境
整
備
を

進
め
て
い
く
。

問　

日
本
は
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
（
※
）
後
進
国
と
言

わ
れ
て
い
る
。
男
女
格
差

に
対
す
る
調
査
で
は
、
世

界
で
下
位
に
位
置
し
、
そ

の
改
善
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

　
町
の
未
来
づ
く
り
プ
ラ

ン
で
は
、
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
つ
い
て
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の

学
習
機
会
の
提
供
や
環
境

づ
く
り
の
支
援
な
ど
を
行

う
と
し
て
い
る
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
は
、
各
方
面
で
地
道
な

運
動
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
方
針
は
。

町
長　
国
は
こ
れ
ま
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目

指
し
、
関
係
す
る
法
律
を

制
定
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
目
標
と
現
実

と
の
格
差
が
大
き
く
、
関

係
機
関
や
団
体
と
の
さ
ら

な
る
連
携
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
町
の
推
進
状
況
に
つ
い

て
も
、
目
標
値
を
達
成
で

き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
幅
広
い
分
野
で
連
携
・

協
働
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
よ
り
良
い
男
女
共

同
参
画
社
会
が
実
現
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問 

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

答 

幅
広
い
分
野
で
連
携
す
る

（※）�社会的・文化的に作られる性別

コ
ロ
ナ

食　育

男
女
平
等

教　育
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町の考えを問う 町の考えを問う

植樹をして適正な森林管理を

人
口
減�力を

合
わ
せ

�

阻
止
し
よ
う

問　
気
候
変
動
に
よ
り
、

気
温
や
海
水
温
が
上
昇
し

て
い
る
。

　
そ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
の
が
、
自
然
の
恵
み
を

受
け
生
計
を
維
持
し
て
い

る
農
林
水
産
業
で
あ
る
。

　
水
産
業
で
は
、
サ
ケ
の

回
帰
率
、
青
魚
の
回
遊
時

期
異
変
、
貝
類
、
ア
ワ
ビ

の
大
不
漁
、
ウ
ニ
の
異
常

発
生
に
よ
る
磯
や
け
な
ど

大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
国
、
県
を

通
じ
早
急
な
る
温
暖
化
対

策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長　
本
町
は
、
平
成
14

年
度
に
温
暖
化
対
策
も
含

め
た
環
境
対
策
の
理
念
と

し
て
「
岩
泉
町
環
境
基
本

条
例
」
を
制
定
し
た
。

　
町
民
や
事
業
者
と
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
は
、
点
で
は
な
く
、

面
と
し
て
の
広
が
り
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
条
例
の
理
念
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
民
と
共
有

し
、
国
や
県
、
他
市
町
村

と
連
携
し
な
が
ら
温
暖
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
令
和
３
年
度
は
、
栽
培

漁
業
な
ど
を
持
続
化
す
る

た
め
の
支
援
も
行
う
。

問　
本
町
の
山
に
合
っ
た

木
を
植
え
自
然
を
回
復

し
、
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
、
水
源

の
森
の
設
定
や
広
葉
樹
の

植
樹
、
育
樹
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
温
暖
化
対
策
に

繋
が
る
事
業
を
実
施
し
て

き
た
。

　
今
後
も
植
樹
活
動
を
含

め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
て
、
森
林
を
適
切

に
管
理
し
健
全
な
森
へ
と

整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
本
町
の
住
宅
関
連
事

業
で
は
、
町
営
住
宅
、
定

住
促
進
住
宅
、
子
育
て
応

援
住
宅
や
教
員
住
宅
を
進

め
て
き
た
。
他
に
宅
地
分

譲
も
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
な
る
人
口
減
少
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
今
ま

で
の
事
業
と
は
違
っ
た
、

本
町
独
自
の
住
宅
を
整
備

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
本
町
の
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
あ
る
定
住
化

を
進
め
る
に
は
、
住
宅
の

確
保
が
必
要
不
可
欠
と
考

え
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
居
住
環
境

の
推
進
業
務
を
地
域
整
備

問 温暖化対策で山に木を
答 健全な森へと整備する

課
に
一
本
化
し
た
。
町
営

住
宅
の
入
居
要
件
の
緩
和

や
岩
泉
三
本
松
地
区
な
ど

の
宅
地
分
譲
、
空
き
家
・

空
き
地
バ
ン
ク
の
運
営
に

よ
る
民
間
住
宅
の
活
用
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の

成
果
も
上
が
っ
て
き
た
。

　
新
年
度
で
は
、
新
た
に

岩
泉
上
町
地
区
の
宅
地
分

譲
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
他
自
治
体
の

先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

移
住
・
定
住
を
希
望
す
る

人
や
町
に
住
み
続
け
た
い

と
考
え
る
町
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
な

が
ら
、
町
独
自
の
住
宅
施

策
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

本
町
独
自
の
住
宅
整
備
を

答 

ニ
ー
ズ
を
捉
え
検
討
す
る

三田地和彦議員

問 

所
得
制
限
の
廃
止
を

答 

家
計
の
基
準
は
必
要

リモートでのゼミ授業を受け大学進学を目指している岩泉高の生徒

問 コロナ後の交流人口拡大を

答 龍泉洞 60 周年と連動させる

問　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
進
む
に
つ
れ
て
、

外
出
や
旅
行
な
ど
の
増
加

が
予
想
さ
る
。

　
落
ち
込
ん
だ
交
流
人
口

や
地
域
経
済
の
回
復
を
図

る
た
め
、
電
気
自
動
車
で

龍
泉
洞
を
訪
れ
た
観
光
客

問　
本
町
で
は
、
将
来
町

の
発
展
に
寄
与
す
る
有
能

な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
独
自
の
奨
学

金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
定
住
化
の
促

進
を
目
的
に
、
将
来
、
奨

学
生
が
町
に
就
職
も
し
く

は
町
民
税
を
納
め
て
い
れ

ば
、
奨
学
資
金
の
返
還
を

免
除
す
る
と
し
て
い
る
。

　
奨
学
金
を
受
け
る
た
め

の
条
件
の
中
に
所
得
制
限

が
あ
る
。
定
住
化
や
人
材

将
来
に�

夢
い
だ
か
せ
る

�

奨
学
金

へ
商
品
券
を
進
呈
す
る
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答　
交
流
人
口
は
、
緊
急

事
態
宣
言
の
解
除
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
な
ど
で
、
徐
々

に
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
年
は
、
龍
泉
洞
町
営

60
周
年
に
当
た
る
。
コ
ロ

ナ
後
の
観
光
客
確
保
は
、

こ
の
記
念
す
べ
き
機
会
と

連
動
し
、
現
在
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
を
考
え
て
い
る
。

　

商
品
券
の
進
呈
な
ど

は
、
電
気
自
動
車
の
充
電

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
利
用
対

象
者
の
確
認
方
法
な
ど
の

課
題
や
効
果
を
検
証
す

る
。
交
流
人
口
や
地
域
経

済
の
回
復
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

◆
公
用
車
を
Ｅ
Ｖ
化
へ

確
保
の
観
点
か
ら
所
得
制

限
は
廃
止
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

教
育
長　
町
の
奨
学
金
制

度
は
、
今
ま
で
延
べ
５
５

０
人
を
超
え
る
学
生
に
貸

し
付
け
を
行
っ
て
き
た
。

　
定
住
化
対
策
の
返
還
免

除
は
、
奨
学
金
を
借
り
受

け
て
い
る
学
生
の
約
９
割

が
町
外
へ
進
学
し
、
そ
の

ま
ま
就
職
し
て
い
る
現
状

が
あ
り
創
設
し
た
。

八重樫龍介議員

　
所
得
制
限
は
、
一
律
に

所
得
基
準
に
よ
り
制
限
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

一
家
の
収
入
や
家
族
構
成

な
ど
か
ら
岩
手
育
英
奨
学

会
の
収
入
判
定
基
準
に
準

じ
て
い
る
。
学
費
と
し
て

支
弁
で
き
る
額
の
多
寡
も

選
考
基
準
に
加
え
、
町
奨

学
生
選
考
委
員
会
で
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

就
学
困
難
な
学
生
に
対
し

て
奨
学
金
を
貸
し
付
け
る

と
い
う
本
来
の
目
的
に
立

ち
返
る
と
、
家
計
の
状
況

の
判
断
基
準
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

環　
境

奨学金

定　
住

観　光
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町の考えを問う 町の考えを問う

子どものころから健康教育を

町
民
の�意識

一
つ
が

�

ま
ち
守
る

問　
介
護
保
険
料
は
、
介

護
給
付
費
の
増
大
と
介
護

報
酬
改
定
の
影
響
で
、
引

き
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

　
介
護
給
付
費
の
令
和
元

年
度
決
算
は
、
約
14
億
５

０
０
０
万
円
。
平
成
12
年

度
の
約
６
億
５
０
０
０
万

円
と
比
較
し
て
２
倍
以
上

で
あ
る
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
が
叫

ば
れ
る
中
、
町
民
運
動
と

し
て
介
護
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
介
護
予
防
活
動
に

取
り
組
む
団
体
が
、
30
年

度
の
９
か
ら
現
在
23
に
増

え
た
。
し
か
し
、
活
動
に

消
極
的
な
人
や
人
と
の
関

わ
り
が
苦
手
な
人
も
い

る
。
粘
り
強
く
ア
プ
ロ
ー

チ
を
続
け
て
い
く
。

　
第
８
期
介
護
保
険
事
業

計
画
（
３
年
度
か
ら
５
年

度
）
で
は
、
介
護
予
防
活

動
に
参
加
ポ
イ
ン
ト
制

（
13
㌻
参
照
）
を
新
た
に

導
入
す
る
。
介
護
予
防
活

動
な
ど
へ
参
加
す
る
動
機

付
け
に
し
て
い
く
。

　
町
民
と
行
政
、
関
係
機

関
が
協
働
し
、
そ
の
人
に

合
っ
た
自
主
的
な
健
康
づ

く
り
が
実
践
で
き
る
よ
う

横
断
的
な
体
制
整
備
を
進

め
い
く
。

問　
介
護
事
業
所
は
、
介

護
従
事
者
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
。
支
援
体
制
の

構
築
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　
介
護
従
事
者
の
確

保
は
、
大
き
な
課
題
と
捉

え
て
い
る
。

　
第
８
期
計
画
で
は
、
介

護
事
業
所
に
一
定
期
間
就

職
す
る
こ
と
で
、
返
還
免

除
と
な
る
就
学
資
金
制
度

の
紹
介
を
す
る
。
介
護
の

職
場
体
験
に
併
せ
て
、
新

た
な
介
護
人
材
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

問　
来
年
度
は
、
龍
泉
洞

町
営
60
周
年
で
あ
る
。
記

念
事
業
や
企
画
の
内
容

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し

つ
つ
、
ど
の
よ
う
な
事
業

が
実
施
で
き
る
の
か
、
現

在
、
関
係
者
で
検
討
し
て

い
る
。

　
国
内
外
に
誇
る
観
光
地

と
し
て
さ
ら
な
る
進
化
を

遂
げ
、
未
来
の
町
の
発
展

に
結
び
付
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問 介護予防を町民運動に
答 体制整備を進めていく

問　
大
雨
に
よ
る
出
水
な

ど
で
、
観
光
客
が
龍
泉
洞

を
見
学
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
。

　
そ
の
際
の
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現

実
）
を
活
用
し
、
龍
泉
洞

や
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

映
像
を
提
供
す
る
な
ど

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
Ｖ
Ｒ
の
活
用
は
、

今
後
、
専
門
家
か
ら
の
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
関
係
機

関
な
ど
と
連
携
し
、
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

問 

龍
泉
洞
60
周
年
の
内
容
は

答 

コ
ロ
ナ
に
配
慮
し
検
討
中

坂本　昇議員

問 

木
質
バ
イ
オ
活
用
の
推
進
は

答 

事
業
化
に
向
け
磨
き
か
け
る

薪の供給体制整備に向けて薪割体験（元年浅内公園まつり）

問 移動販売事業者の支援を

答 事業持続に向け協議する

問　
移
動
販
売
は
買
い
物

弱
者
の
問
題
を
解
決
す
る

重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
。
先
の
一
般
質
問
の
答

弁
で
は
、
移
動
販
売
事
業

者
の
聞
き
取
り
と
他
市
町

村
の
情
報
収
集
の
結
果
を

総
合
的
に
調
査
研
究
す
る

問　
町
で
は
本
年
度
、
地

域
薪
資
源
利
活
用
調
査
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
調

査
の
柱
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す

る
施
設
や
薪
の
持
続
的
な

供
給
体
制
の
検
討
、
薪
ス

ト
ー
ブ
利
用
実
態
調
査
な

ど
で
あ
る
。

　
令
和
３
年
度
以
降
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
事

業
化
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

薪
資
源�山村

エ
ネ
で

�

脱
炭
素

と
し
て
い
た
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

移
動
販
売
事
業
者
の
支
援

策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
考
え
か
。

町
長　
移
動
販
売
事
業
者

の
聞
き
取
り
で
は
、
需
要

の
減
少
、
事
業
主
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
や
経
営

の
維
持
が
困
難
な
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

事
業
継
続
に
係
る
経
費
的

な
課
題
や
事
業
継
承
に
係

る
人
的
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。

　
経
費
的
な
課
題
は
、
国

や
県
の
制
度
を
調
査
・
研

究
し
、
ど
の
よ
う
な
経
営

支
援
が
で
き
る
か
協
議
、

検
討
し
て
い
く
。

　
人
的
な
課
題
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
す

る
な
ど
移
動
販
売
事
業
を

持
続
し
、
買
い
物
弱
者
支

援
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

町
長　
事
業
化
に
向
け
て

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
を
導
入
し
た
場
合

の
費
用
対
効
果
や
原
木
・

薪
・
チ
ッ
プ
の
適
正
価
格

な
ど
課
題
が
あ
る
。
引
き

続
き
検
討
を
し
て
い
く
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、

本
町
を
代
表
す
る
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
で
あ
り
、

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
で
も
あ
る
。

　
脱
炭
素
社
会
の
達
成
と

事
業
化
に
向
け
関
係
者
を

畠山　和英議員

交
え
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
お
お
か
わ
む
ら
地
域

振
興
協
議
会
で
は
『
薪
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
整
備
を

計
画
し
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
推
進
や
薪
の
供
給
体

制
の
整
備
な
ど
を
進
め
る

と
し
て
い
る
。　

　
町
も
、
本
地
域
振
興
協

議
会
の
取
り
組
み
を
支
援

し
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長　
大
川
地
区
で
は
、

地
域
の
林
業
関
係
者
間

で
、
原
木
調
達
か
ら
薪
生

産
を
検
討
し
て
い
る
。
調

査
結
果
を
共
有
し
、
薪
の

供
給
体
制
の
構
築
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

健　
康

環　境

観　
光

商　工
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町の考えを問う 町の考えを問う

地域を支える役場の支所（安家複合施設）

高
齢
化�進む

先
か
ら

�

心
配
が

問　
本
町
の
高
齢
化
率
は

44
％
。
安
家
地
区
で
は

60
％
と
極
め
て
高
い
。
28

年
台
風
10
号
豪
雨
災
害
以

降
は
、
人
口
減
少
が
顕
著

に
表
れ
て
い
る
。

　
高
齢
者
を
含
め
、
見
守

り
や
支
え
合
い
に
よ
り
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
在
の
み
な
ら

ず
、
私
た
ち
の
将
来
の
問

題
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
こ
れ
ま
で
生
活
し
て
き

た
地
域
の
中
で
、
持
続
可

能
な
集
落
の
形
成
を
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
役
場
職
員
の
地
域
担
当

制
度
を
設
け
、
相
談
体
制

の
強
化
を
図
り
高
齢
化
対

策
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

町
長　
町
全
体
で
人
口
減

少
が
進
み
、
将
来
を
考
え

る
と
そ
の
厳
し
さ
を
身
に

染
み
て
感
じ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
百

歳
体
操
を
取
り
組
む
組
織

や
地
域
の
支
え
合
い
活
動

を
行
う
団
体
な
ど
に
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
職
員
の
地
域
担
当
制
度

は
、
以
前
に
小
規
模
集
落

へ
の
支
援
策
と
し
て
自
主

運
営
が
困
難
な
自
治
会
へ

地
区
担
当
職
員
と
し
て
派

遣
し
、
自
治
会
活
動
に
協

力
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
支
所
や
地
域

振
興
協
議
会
な
ど
と
十
分

に
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
地
域
振
興
協
議
会
の
推

進
員
な
ど
の
活
動
強
化
に

注
力
し
、
実
効
あ
る
体
制

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問　
近
年
の
急
速
な
人
口

減
少
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
地
域
活
動
が
さ
ら
に

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
地
域
づ
く
り
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
閉
校
し
た
学

校
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
徴
や
声
を
反
映
さ
せ

た
、
ま
さ
に
、
地
域
の
学

校
と
し
て
有
効
に
活
用
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
空
き
校
舎
の
利
活

用
は
、
議
員
各
位
の
意
見

も
い
た
だ
き
、
外
部
の
視

点
も
取
り
入
れ
て
内
部
で

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
近

い
う
ち
に
方
針
な
ど
を
示

問 職員の地域担当制度を
答 実効ある体制に努める

す
予
定
で
あ
る
。

　
各
地
域
に
は
地
区
集
会

施
設
が
あ
る
。
閉
校
施
設

も
利
用
し
た
場
合
、
地
域

内
の
維
持
管
理
費
が
二
重

と
な
る
。
施
設
の
改
修
も

必
要
で
あ
り
、
効
果
的
活

用
や
費
用
対
効
果
も
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
は
既
存
施
設
の

支
所
な
ど
の
利
活
用
も
考

え
ら
れ
る
。
地
域
の
皆
さ

ま
と
の
意
見
交
換
な
ど
も

行
い
な
が
ら
、
活
用
に
つ

い
て
は
慎
重
に
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

地
域
活
動
に
廃
校
舎
を

答 

慎
重
に
検
討
し
て
い
く

合砂　丈司議員

問 

計
画
前
に
議
会
の
関
与
を

答 

政
策
形
成
か
ら
参
画
検
討

議会と当局が両輪となって町政の発展へ

問 企業版の体制整備は

答 一元化し職員を増員

問　
本
町
に
お
け
る
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
は
予
想
以

上
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
規
定
の
返
礼
品
30
％

と
送
料
、
事
務
手
数
料
な

ど
で
歩
留
ま
り
率
は
ど
の

く
ら
い
か
。

問　
二
元
代
表
制
に
お
け

る
町
当
局
と
議
会
の
関
係

を
た
だ
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
関
係
は
、

当
局
の
立
案
を
議
会
で
決

定
す
る
と
い
う
一
方
通
行

的
側
面
が
否
め
な
い
。

　
緩
和
策
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
重
要
な
新
規
事
業

は
、
議
会
全
員
協
議
会
で

も
ん
だ
う
え
で
上
程
す
る

形
で
あ
る
。
こ
の
議
論
も

当
日
あ
る
い
は
数
日
前
に

資
料
を
送
付
し
て
、
意

言
葉
で
の�

二
元
代
表

�

魂た
ま
し

入
れ

町
長　
現
在
の
寄
付
額
に

対
す
る
経
費
は
約
48
％
で

あ
る
。

問　
「
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
」
は
返
礼
規
定
が
な

い
。
そ
の
分
、
歩
留
ま
り

が
高
い
こ
と
に
な
る
。

　
よ
っ
て
、
全
国
で
一
斉

に
獲
得
合
戦
が
始
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の

体
制
整
備
と
意
気
込
み
は
。

町
長　
今
後
、
人
口
が
減

少
し
地
方
交
付
税
が
不
透

明
な
状
況
で
自
主
財
源
の

確
保
に
取
り
組
む
体
制
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
別
々
の
課
で

担
当
し
て
い
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
と
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
を
政
策
推

進
課
に
一
元
化
し
、
職
員

を
増
員
す
る
。

　
全
庁
を
挙
げ
て
寄
付
金

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

見
・
質
疑
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

議
員
全
員
の
理
解
が
得
ら

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
基
本
計
画
着
手
時
点
で

の
議
会
の
関
与
を
模
索
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
日
々
変
化
す
る
町

政
課
題
や
町
民
の
要
望
に

対
し
、
財
政
規
律
を
堅
持

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
方
自
治
制
度
に
お
け

野舘　泰喜議員

る
「
執
行
権
」
と
「
議
決

権
」
相
互
の
役
割
は
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議
員
も
首
長
も
直
接
選
挙

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
に

対
し
て
直
接
責
任
を
負
っ

て
い
る
。

　
政
策
の
決
定
段
階
や
そ

の
プ
ロ
セ
ス
で
、
相
互
に

情
報
を
共
有
し
議
論
を
深

め
る
こ
と
は
重
要
だ
。

　
今
後
も
、
政
策
形
成
の

過
程
や
政
策
の
実
施
過
程

に
多
面
的
に
参
画
し
て
も

ら
う
よ
う
議
会
の
理
解
を

得
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
化

地方自治

地
域
振
興

ふるさと納税
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町の考えを問う 町の考えを問う

次
は
、
ど
う
な
り
ゃ
ん
し
た
あ
の
提
言

飲食業者による弁当の出前販売

今
す
べ
き�

生
業
つ
な
ぐ

�

支
援
こ
そ

問　
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
三
次
配
分
額
が
決
定

し
た
。
本
町
は
、
コ
ロ
ナ

対
応
分
２
２
７
２
万
円
、

地
域
経
済
対
応
分
１
億
３

０
２
７
万
円
で
あ
る
。
第

一
次
配
分
か
ら
の
交
付
限

度
額
の
総
額
は
５
億
５
６

０
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
は
こ
の
間
、
感
染
予

防
対
策
や
啓
発
活
動
、
経

済
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
先

が
見
え
な
い
。

　
そ
こ
で
、
事
業
規
模
に

応
じ
た
、
コ
ロ
ナ
関
連
中

小
企
業
者
な
ど
へ
の
事
業

継
続
支
援
金
の
創
設
が
必

要
と
考
え
る
。

　
支
援
金
は
、
月
平
均
の

減
少
額
と
事
業
所
の
規
模

に
応
じ
て
決
め
、
全
て
の

業
種
を
対
象
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
財
源

と
し
て
、
町
内
事
業
者
に

経
済
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
感
染
症
の
影
響
の
長

期
化
で
、
さ
ら
な
る
支
援

が
必
要
と
考
え
る
。

　
県
で
は
、
新
た
な
対
策

と
し
て
、
経
営
が
悪
化
し

て
い
る
中
小
企
業
者
に
最

大
40
万
円
を
支
援
す
る

と
、
県
議
会
２
月
定
例
会

に
関
連
予
算
を
提
案
し
て

い
る
。

　
今
後
、
県
の
動
向
な
ど

を
注
視
し
、
関
係
機
関
と

情
報
交
換
を
行
い
、
経
済

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
国
保
税
は
、
協
会
け

ん
ぽ
保
険
料
の
約
２
倍
と

な
っ
て
い
る
。

　
全
国
で
は
、
子
ど
も
の

均
等
割
減
免
が
増
え
て
い

る
。
本
町
で
も
、
均
等
割

減
免
を
決
断
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
今
国
会
に
提
案
さ

れ
た
「
全
世
代
対
応
型
の

社
会
保
障
制
度
を
構
築
す

る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
」
で
、
未
就
学
児
の
均

等
割
の
軽
減
を
行
う
改
正

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
令
和

問 中小企業者への支援を
答 県の動向を注視し検討

４
年
度
か
ら
の
適
用
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
改
正
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
軽
減

を
実
施
す
る
よ
う
執
り
進

め
て
い
く
。

◆	

75
歳
以
上
の
保
健
事
業

の
実
施
時
期
は

◆	

常
勤
の
小
児
科
医
師
な

ど
の
確
保
を

◆	

病
後
児
保
育
の
設
置
を

問 

子
ど
も
均
等
割
の
減
免
を

答 

改
正
法
に
基
づ
い
て
軽
減

林﨑竟次郎議員

問 

転
作
へ
の
政
策
支
援
を

答 

農
地
集
積
に
取
り
組
む

水田と転作も進めている宮本地区

問 G
ギ ガ

IGA スクールの対応は

答 教員の ICT 研修を進める

問　
児
童
・
生
徒
が
一
台

ず
つ
情
報
端
末
を
使
え
る

よ
う
に
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」（
※
）は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
当
初
の

問　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
に
伴
い
米
価
が
下
落

し
て
い
る
。
地
域
水
田
農

業
の
正
念
場
と
言
え
る
。

　
稲
作
経
営
者
が
安
心
し

て
作
付
け
転
換
を
進
め
、

主
食
米
と
遜そ

ん

色し
ょ
く

の
な
い
所

得
が
得
ら
れ
る
水
田
の
活

用
が
必
要
と
考
え
る
。

　
地
域
に
合
っ
た
転
作
の

取
り
組
み
な
ど
へ
政
策
支

援
を
安
定
的
に
継
続
す
る

た
め
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

前
向
き
に�

歳
を
重
ね
て

�

明
日
を
詠
む

予
定
よ
り
も
前
倒
し
し
て

教
育
用
端
末
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
。

　
導
入
初
年
度
の
準
備
や

具
体
的
な
対
応
は
。

教
育
長　
町
の
導
入
初
年

度
に
向
け
た
準
備
状
況

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
よ
る
学
校
休
業
対
応
な

ど
を
見
据
え
、
昨
年
12
月

か
ら
、
校
内
で
使
用
し
て

い
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
家

庭
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
連
携

を
開
始
し
た
。

　
新
年
度
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
よ
る
各
校

の
巡
回
訪
問
や
全
て
の
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
活
用
指
導
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
研
修
を
進
め
て
い
く
。

町
長　
米
価
の
下
落
は
、

消
費
者
の
米
離
れ
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

外
食
需
要
の
減
少
な
ど
で

在
庫
量
の
増
加
が
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

　
今
後
の
作
付
け
転
換
な

ど
は
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
や

生
産
者
の
意
向
な
ど
も
十

分
に
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
転
作
品
目
は
、
宮
古
地

方
再
生
協
議
会
で
、
ピ
ー

マ
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

三田地泰正議員

ど
地
域
特
性
に
応
じ
た
推

奨
作
物
を
定
め
、
作
付
け

を
推
進
し
て
い
る
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
と
い
う
厳
し
い

状
況
も
あ
る
。

　
水
田
の
有
効
活
用
を
図

る
べ
く
、
地
域
の
地
理
的

状
況
や
農
業
者
の
営
農
形

態
な
ど
に
配
慮
し
て
い
く
。

　
高
収
益
作
物
の
導
入
や

転
換
作
物
に
応
じ
た
農
地

集
積
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

（※）�児童・生徒が1人1台のタブレット端末などを使い学習を行うこと

コ
ロ
ナ

農　業

国
保
税

教　育



いわいずみ議会だより　第194号
令和3年4月9日発行

いわいずみ議会だより　第194号
令和3年4月9日発行27 26

地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与

全
国
・
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
と
県
町
村
議
会
議
長
会

は
、
地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
町
村
議
会
議
員

を
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

次

は
、

傍

聴

者

の

声

質疑のその後

　議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されているのか。これまでの質問など
から一部を取り上げ、その後どうなったか追跡します。

医療費助成令
和
２
年
第
１
回
定
例
会

�

【
一
般
質
問
】

令
和
２
年
８
月
か
ら

医
療
費
の
現
物
給
付

の
対
象
者
が
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
と
な
る
。

　

県
内
33
市
町
村
の
う

ち
、22
市
町
村
が
18
歳（
高

校
生
）
ま
で
医
療
費
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

　
対
象
者
を
拡
大
す
る
考

え
は
な
い
か
。

町
は
、
こ
れ
ま
で
医

療
費
助
成
の
現
物
給

付
化
の
拡
大
や
こ
ど
も

園
、
小
学
校
、
岩
泉
高
校

へ
の
支
援
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
子
育
て
施
策

を
行
っ
て
き
た
。

　
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助

成
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
く
。

　
医
療
費
助
成
の
対
象
を

中
学
校
卒
業
か
ら
18
歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
拡
大
す
る
条
例

改
正
案
を
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
助
成
の
開
始
時
期
は
、

３
年
８
月
診
療
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

支援の拡大
歓迎します
　高校生まで医療費助成が延長に
なるのはいいですね。子育てにお
金がかかるので、支援が拡大する
のは歓迎します。

昆野　ゆかりさん
（小本・52歳）

※
世
帯
の
所
得
状
況
に
応

じ
て
、
一
定
の
自
己
負
担

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
役
場
町

民
課
国
保
年
金
室
（
☎
22

－

２
１
１
１
内
線
２
４

０
・
ぴ
ー
☎
00－

０
２
２

４
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問答

18
歳
ま
で
対
象
者
拡
大
を

３
年
８
月
か
ら
助
成
開
始

おしえて ぴーちゃん
現物給付…病院を受診した際、世帯の
所得に応じて窓口での医療費の支払いが限度額までの
支払いか負担が無しになること。
償還払い…病院で、いったん窓口負担分を支払い、後
日役場から払い戻しを受けること。

令和３年第１回定例会
【条例改正】

1 年後

◇子ども医療費助成の歴史◇

開始年月 対象者 助成の方法 備考

昭和48年10月～ ０歳児 現物給付

平成 ７年 ８月～ １歳児まで 償還払い

10年 ８月～ ３歳児まで 償還払い

14年10月～ 小学校就学前まで 償還払い 入院のみ

４歳児まで 償還払い 外来歯科のみ

16年10月～ 小学校就学前まで 償還払い 外来追加

26年 ８月～ 中学校卒業前まで 償還払い

28年 ８月～ 小学校就学前まで 現物給付 助成方法変更

令和 元年 ８月～ 小学校卒業まで 現物給付 助成方法変更

２年 ８月～ 中学校卒業前まで 現物給付 助成方法変更

３年 ８月～ 中学校卒業から18歳になっ
た後の最初の３月31日まで 償還払い

＊	子どもへの医療費助成額は、令和元年度決算で 986
万円。拡大による増額分は67万円を見込んでいます。

　
本
町
議
会
か
ら
は
、
長

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

５
人
（
全
国
３
人
、
県
２

人
）
の
議
員
が
受
賞
。
表

彰
状
は
、
３
月
４
日
の
本

会
議
で
加
藤
久
民
議
長
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。（
加

藤
議
長
は
、
２
月
19
日
開

催
の
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
で
受
領
）

　
受
賞
者
は
、
次
の
通
り

で
す
。

自治功労賞受賞を記念して（前列左から）坂本昇議員、三田地和彦議員、加藤久民議長、三田地泰正議員、野舘泰喜副議長
町村議会広報全国コンクールで２位を受賞した広報広聴常任委員（後列左から）三田地久志委員、八重樫龍介委員長、小松
ひとみ副委員長、畠山和英委員、畠山昌典委員。野舘副議長も広報広聴常任委員です

☆
全
国
表
彰

�

加　
藤　
久　
民　
議
長

�
�

議
長
在
職
７
年
以
上

�

三
田
地　
泰　
正　
議
員

�
�

議
員
在
職
27
年
以
上

�

三
田
地　
和　
彦　
議
員

�
�

議
員
在
職
15
年
以
上

☆
県
表
彰
（
議
員
在
職
11
年
以
上
）

�

野　
舘　
泰　
喜　
副
議
長

�

坂　
本　
　
　
昇　
議
員

議会だよりが全国２位
町村議会広報全国コンクール

　
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ

り
第
１
９
０
号
（
２
年
４

月
10
日
発
行
）
が
、
第
35

回
（
令
和
２
年
度
）
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
２
位
と
な
る
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会

が
主
催
す
る
同
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
全
国
か
ら
３
１
１

点
が
応
募
。
こ
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
選

は
昨
年
度
の
10
位
（
優
良

賞
）
に
引
き
続
き
２
年
連

続
で
す
。

全国町村議会議長会HP

町民参加の紙面づくりが高評価
ご協力ありがとうございました

いわいずみ議会だよ
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いわいずみ議会だよ
り　第190号

令和2年4月10日発行

3

2

◆
議
会
改
革
の
始
ま
り

　
平
成
12
年
４
月
に
地
方

分
権
一
括
法
（
※
）
が
施

行
さ
れ
、
国
か
ら
地
方
へ

の
権
限
移
譲
が
進
み
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
地
方
議

会
は
、
町
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
役
割
が
強
く

な
り
ま
し
た
。

　
本
町
議
会
も
議
会
改
革

を
進
め
る
た
め
、
特
別
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
会

報
告
会
の
開
催
や
議
会
基

本
条
例
の
制
定
な
ど
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

◆
議
会
基
本
条
例
の
制
定

　
町
民
の
民
意
を
反
映
し

た
「
開
か
れ
た
議
会
」
を

目
指
し
27
年
３
月
、
岩
泉

町
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

身
近
な
議
会
で

あ
る
た
め
に
。

　議
会
は
平
成
24
年
11
月
に
、
議
会
改
革
の
一
環
で
「
地

域
に
出
向
き
、
直
接
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
く
」
こ
と

を
目
的
に
「
議
員
と
語
る
会
」
を
始
め
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
議
会
改
革
の
経
緯
を
た
ど
り
、
皆
さ
ん
の

声
で
議
会
が
動
き
、
町
の
施
策
と
し
て
実
現
し
た
主
な
も

の
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

　町
民
に
身
近
な
議
会
で
あ
る
た
め
に
、
議
会
は
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
の
元
へ
出
向
い
て
行
き
ま
す
。

　
同
条
例
第
11
条
で
は

「
町
民
と
の
意
見
交
換
会

を
少
な
く
と
も
年
１
回
開

催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
し
、
議
員
と
語
る

会
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

◆
１
２
０
１
人
の
声

　
議
員
と
語
る
会
は
、
７

年
間
で
24
回
行
い
ま
し

た
。
各
地
区
（
岩
泉
、
小

川
、
大
川
、
小
本
、
安
家
、

有
芸
）
で
の
開
催
の
他
、

農
業
や
林
業
従
事
者
、
中

高
生
、
子
育
て
世
帯
な
ど

延
べ
１
２
０
１
人
の
声
を

聴
き
、
町
の
施
策
に
反
映

し
て
き
ま
し
た
。

議会会議録

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

に
補
助
を

� （
H
26
年
６
月
・
林
業
者
）

　
28
年
度
か
ら
高
性
能
林

業
機
械
（
※
）
の
購
入
に

２
分
の
１
を
補
助
。
元
年

度
か
ら
リ
ー
ス
料
の
３
分

の
１
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
す

べ
き

� （
H
29
年
６
月
・
全
地
区
）

　
30
年
度
に
防
災
担
当
の

危
機
管
理
監
を
設
置
。
３

年
間
で
防
災
士
２
０
０
人

の
養
成
を
目
指
し
、
資
格

取
得
に
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
の
処

理
負
担
の
軽
減
を

�

（
H
30
年
６
月
・
大
川
）

　
元
年
度
、
捕
獲
し
た
有

害
鳥
獣
の
一
時
保
管
庫
を

整
備
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
会
議
録
も

図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き

� （
H
29
年
６
月
・
全
地
区
）

　
30
年
度
か
ら
、
新
年
度

予
算
・
決
算
・
条
例
補
正

予
算
の
特
別
委
員
会
の
会

議
録
を
町
立
図
書
館
（
各

支
所
の
図
書
室
含
む
）
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

議
会
の
会
議
録
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き

�

（
H
30
年
６
月
・
小
本
）

　
定
例
会
と
特
別
委
員
会

の
会
議
録
を
30
年
６
月
分

か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
２
年

第
１
回
定
例
会
の
会
議
録

は
、
５
月
下
旬
ご
ろ
掲
載

予
定
で
す
。

高性能林業機械　プ
ロセッサ

Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ

た
施
設
の
拡
充
を

� （
H
29
年
６
月
・
高
校
生
）

　
役
場
（
各
支
所
）、
町

民
会
館
、
図
書
館
、
龍
泉

洞
や
道
の
駅
に
随
時
整
備

し
て
い
ま
す
。
２
年
度
は

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の

コ
テ
ー
ジ
や
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
に
整
備
し
ま
す
。

小
川
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
設
置
し
て
ほ
し
い

�

（
H
30
年
６
月
・
小
川
）

　
30
年
12
月
定
例
会
で
児

童
ク
ラ
ブ
の
開
設
に
向
け

た
補
正
予
算
を
可
決
。
31

年
４
月
、
小
川
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
内
に
小
川
地
区

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
整
備
や
機
械
の
導
入

に
町
の
か
さ
上
げ
補
助
を

� （
R
元
年
６
月
・
酪
農
家
）

　
２
年
度
か
ら
国
庫
補
助

を
受
け
て
施
設
な
ど
を
整

備
す
る
際
、
町
単
独
の
か

さ
上
げ
補
助
を
実
施
し
ま

す
。【
関
連
8
・
26
㌻
】

防災士養成講座。議
員も取得済み

整備された保管庫

機械導入で省力化を
　自動給餌機

Wi-Fi を整備するコテ
ージ

仲良く勉強中の児童
クラブの子どもたち

議
会
へ
の
提
言

皆
さ
ん
の
声
で

実
現
し
た
施
策

次
は
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
く
ま
ち

特　集

まち 声
の

まち 声
の

　５ 年前に「女性議会
」で

議長をしました。議員
と語

る会は、いつも興味を
持っ

ていますが、夜の開催に
はなかな

か参加できません。もっ
と身近に

参加できる仕組みがほし
いです。

　議会だよりは、毎号
欠かさず

読んでいます。議員の
活動内容

を知ることができます
し、町民

の声が施策に反映さ
れている

と思います。さらに身
近な議会

になることを願っていま
す。

赤須賀　香織さん
（安家・38歳）

岸岡　健太さん
（岩泉・32歳）

（※）地方の裁量を
増やし、国の管理を

少なくするために作
られた法律です

（※）作業の効率化
や労働力の軽減が図

られる林業機械

画面上部の「PC
版で表示する」
をタップ

議会基本条例

まち 声の
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委
員
長　

八
重
樫
龍
介

副
委
員
長　

小
松
ひ
と
み

委　
員　

野
舘　
泰
喜

　
　
　
　

三
田
地
久
志

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

畠
山　
昌
典

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

▽
任
期
最
後
の
議
会
だ

よ
り
で
す
。こ
の
４
年
間
、

八
重
樫
委
員
長
を
先
頭

に
６
人
の
委
員
と
事
務

局
の
大
森
さ
ん
を
含
め

て
総
勢
7
人
で
の
紙
面

づ
く
り
が
最
後
を
迎
え

ま
し
た
▽
一
丸
と
な
っ
て

目
指
し
た
全
国
町
村
９

２
６
の
頂
点
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
第
２
位
と
い

う
栄
誉
を
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
格
別
な
る
ご
協
力

が
も
た
ら
し
た
も
の
と

委
員
一
同
感
謝
し
て
い
ま

す
▽
台
風
災
害
の
復
旧

事
業
も
予
定
通
り
の
完

了
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
、
5
月
か
ら
は
、

新
た
な
岩
泉
町
議
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員

�

野
舘　
泰
喜

議会を傍聴しませんか

　傍聴の際は、新型コロナウイルス感染症
予防対策のため、マスクの着用、手指の消
毒、体温の測定にご協力をお願いします。

次の定例会は、
6 月	3 日	（木）	 本会議・一般質問
	 4 日	（金）	 一般質問
	 8 日	（火）	 条例補正予算審査・
� � � 本会議の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

初議会
　４月 25日は、町議会議員選挙が予定さ
れています。
　議長や副議長の他、各常任委員会と議会
運営委員会の委員の選任。正・副委員長の
互選など新しい議会の体制を決めるため
「初議会」を開きます。
今回は、５月 10日（月）の予定です。

議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？という声を聞
きます。ここでは、議会や議員の主な活動状
況をお知らせします。（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

１月
	 13 日	産業常任委員会所管事務調査（役場）
	 18 日	 	宮古地区広域市町村議会連携会議
	 	 （宮古市）
	 19 日	総務常任委員会所管事務調査（町内）
	 25 日	岩手県教育委員会要望（盛岡市）
	 29 日	第１回臨時会（議会議事堂）
２月
	 12 日	議会運営委員会（役場）
	 17 日	第１回定例会（議会議事堂）
	 	 広報広聴常任委員会（役場）
３月
	 １日	 	条例補正予算審査特別委員会
	 	 （役場：３日まで）
	 ３日	 本会議（議会議事堂）
	 	 広報広聴常任委員会（役場）
	 ４日	 一般質問（議会議事堂：5日まで）
	 5日	 議会全員協議会（役場）
	 ８日	 	新年度予算審査特別委員会
	 	 （役場：12日まで）
	 12 日	本会議（議会議事堂）
	 25 日	第２回臨時会（議会議事堂）

町のために
熱い議論を

発言が活発で
感動しました

　今年は、町議会議員選挙があるので、ど
のような質問や議論をしているのかと思
い、初めて議会を傍聴しました。
　私は、28 年の台風 10 号で被災し、仮
設住宅での暮らしも経験しました。あの時
はどうなることかと不安でしたが、議会で
のさまざまな議論や協議が行われたこと
で、復旧・復興がここまで進んだのだと感
謝しています。これからも町のために熱い
議論を展開してほしいと思います。

　議会の傍聴には、一回も来たことがあり
ませんでした。友だちが車で乗せてきてく
れたおかげで来ることができました。
　議員や職員の皆さんがよく勉強してい
て、発言も活発でとても面白かったです。
この歳でとても感動しています。友だちに
も教えたいです。
　この町が一つになって課題を解決しよう
としているのが分かりました。これからも
頑張ってください。

遠藤　忠
た だ

裕
ひ ろ

さん
（岩泉・63歳）

阿部　千惠子さん
（岩泉・79歳）

傍
聴
者
の
声

　
３
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
９
人
で
し
た
。

傍
聴
さ
れ
た
人
か
ら
感
想
や
議
会
・
町
に
対
す
る

声
を
聴
き
ま
し
た
。


